
 

 

「みどり農産物ラベル」の運用に係る説明会の開催について 

 

１ 目 的 

   本県では、環境に配慮した農業への取組を消費者に分かりやすく伝えるため、金沢

美術工芸大学生の協力を得て、新たに『化学肥料・農薬の削減程度』と『温室効果ガス

の削減程度』を一体的に表示する「みどり農産物ラベル」を作成した。 

そこで、生産者が本ラベルを適切に使用できるよう、その運用方法の説明会を開催す

るほか、カーボンフットプリント（温室効果ガス削減取組）の研修会も併せて実施する。 

 

２ 主 催 石川県、ＪＡグループ石川営農戦略室 

３ 日 時 令和８年３月２日（月） １３時３０分～１５時００分  

４ 会 場 石川県農業会館６階大会議室（金沢市古府１丁目 220 番地） 

     ※オンライン視聴あり 

５ 参加者  ５０名 

みどり・特栽・有機認定者、農業法人協会会員ほか関心のある農家 

ＪＡ・市町等関係者など 

６ 内 容     

・開会あいさつ      

・「 みどり農産物ラベル」の運用に係る説明会 

・環境と調和した農業研修会 

（１）カーボンフットプリントの仕組みについて （オンライン） 

農林水産省 大臣官房 みどりの食料システム戦略グループ 

 課長補佐 古田 謙一  氏 

（２）大阪版カーボンフットプリント 

～環境にやさしい農産物の表示普及事例～ 

大阪府地球温暖化防止活動推進センター 

           岸本 ゆりえ  氏 

・閉会あいさつ                   「 

令和８年２月２７日 

生産振興課 池野 

（直通）225-1620 

（内線）4660 


